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佳

作

同

「流

速
」

「梅
を
干
す
」

「少

年
」

「鷹
渡
る
」

栗

坪

和

子

多

胡

た
か
し

稗

田

寿

明

久
保
田
た
い
子

（市
川
市
）

（流
山
市
）

（
佐
倉
市
）

（千
葉
市
）

俳
壇
に
は
俳
人
協
会
・
現
代
俳
句
協
会
・
伝
統
俳
句
協
会
の
全
国
組
織
の
三
団
体

が
あ
り
、

殆
ど
の
結
社
・
俳
人
は
そ
の
団
体
に
所
属
し
活
躍
を
続
け
て
い
る
。
県
内

の
文
化
の
向
上
の
一
助
と
な
る
べ
く
、

互
い
の
主
張
を
理
解
し
、
交
流
を
図
り
た
い

と
、
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
は
活
動
の
場
を
広
げ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
に

「協
会
賞
」

が
あ
る
。
毎
年
、

協
会
所
属
作
家
の
二
十
句
を
一
篇
と
し
た
作
品
を
募
集
し
、

審
査

員
の
選
考
会
を
経
て
受
賞
者
が
決
ま
る
。

本
年
度
も
昨
年
十
二
月
十
五
日
に
応
募
を
締
切
、

応
募
二
十
一
篇
の
氏
名
を
伏
せ
、

別
記
九
名
の
審
査
員
に
選
考
を
委
託
、

二
月
十
一
日
に
最
終
選
考
会
を
開
催
。
熱
の

籠
つ
た
真
撃
な
討
論
を
交
わ
し
、

本
年
度
の

「第
33
回
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
賞
」
が

決
つ
た
。
そ
の
過
程
は
後
述
の

「選
考
過
程
」
を
お
読
み
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

本
賞
は
県
内
俳
句
の
資
質
の
向
上
、

県
民
文
化
の
振
興
を
意
図
し
た
文
芸
賞
。
多

く
の
応
募
者
の
熱
意
と
平
素
の
研
鑽
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
。
協
会
賞
他
の
受

賞
作
家
は
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
越
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
更
な
る
研
鑽
を
重
ね
ら
れ

大
き
な
作
家
に
育
つ
て
欲
し
い
と
期
待
を
深
め
て
い
る
。
協
会
と
し
て
も
各
俳
句
総

合
誌
へ
の
働
き
か
け
等
の
お
力
添
え
を
重
ね
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

贈
賞
式
は
五
月
十
九
日

（
日
）
の
通
常
総
会
の
場
。
当
日
は
俳
句
会
・
懇
親
会
も

催
さ
れ
る
の
で
、

受
賞
者
は
勿
論
、

会
員
諸
氏
の
出
席
を
改
め
て
お
願
い
し
た
い
。

来
期
第
34
回
協
会
賞
に
、
更
に
多
く
の
会
員
諸
氏
の
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ

う
願
つ
て
や
ま
な
い
。

（審
査
員

増
成
栗
人
）

審

査

員

秋

尾

敏

川

合

憲

子

三

枝

か
ず
を

塩
野
谷

仁

染

谷

卓

田

所

節

子

能

村

研

三

増

成

栗

人

村

上

喜
代
子
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協 会 賞 ; :

栗 坪 和 子(市川市)

「 流  速 」

み

ち

の

く

は

雲

の

ま

ほ

ろ

ば

初

時

雨

冬

の

虹

画

布

い

つ

ぱ

い

に

山

動

く

真

塚

は

童

の

ご

と

く

田

に

遊

び

新

幹

線

霧

の

花

巻

過

ぎ

に

け

り

冬

耕

の

ひ

と

遠

く

一・e
て

山

河

あ

り

冬

に

入

る

川

の

流

速

日

の

暮

れ

も

啄

木

の

若

き

晩

年

山

眠

る

山

茶

花

や

三

間

梯

子

は

裏

木

戸

に

啄

木

の

生

家

に

黒

き

露

・m

電

灯

を

欲

る

や

運

動

場

の

綿

虫

も

鮎

下

る

川

瀬

の

音

に

せ

か

さ

れ

て

手

焙

や

旅

籠

一
軒

川

沿

ひ

に

か

づ

き

て

は

思

は

ぬ

先

に

鴨

の

顔

め

き

め

き

と

こ

ゑ

を

あ

げ

た

り

朴

落

葉

風

花

や

峡

に

一

っ

の

小

学

校

雪

女

郎

む

か

し

め

き

た

る

芝

居

小

屋

冬

陽

濃

く

鉱

山

哀

史

を

ま

の

あ

た

り

人

情

芝

居

け

ふ

も

打

た

れ

し

冬

の

町

雲

間

か

ら

く

わ

つ
と

日

の

射

し

檀

の

実

冬

夕

焼

朱

墨

流

し

の
．

角

館

白
梅
の
ほ
ぐ
る
る
刹
那
初
心
と
は

公
魚
の
三
寸
ほ
ど
の
ひ
か
り
か
な

ゆ
が
み
無
き
大
円
形
に
春
落
日

そ
れ
な
り
に
鶯
餅
の
い
ろ
か
た
ち

ぼ
っ
か
り
と
坑
道
の
跡
春
の
山

車
椅
子
の
妻
と
の
外
出
暖
か
し

堰
堤
の
夏
め
く
水
を
滑
ら
か
に

梅
雨
め
く
や
山
鳩
の
声
選
き
よ
り

万
緑
の
か
な
め
に
湖
の
大
鳥
居

夜
濯
ぎ
や
明
日
転
院
の
妻
の
も
の

上
州
の
山
日
明
る
く
梅
を
干
す

蒼
天
の
深
さ
あ
の
日
も
終
戦
日

新
涼
や
一
舟
富
士
の
影
に
入
る

赤
い
羽
根
少
し
気
恥
し
く
も
あ
り

長
き
夜
や
朱
文
字
の
扉
虚
子
俳
話

奔
流
の
か
た
ち
を
残
し
滝
凍
る

上
州
の
気
骨
を
そ
だ
て
空
つ
風

毛
糸
玉
転
が
る
と
き
も
影
連
れ
て

農
継
ぎ
し
兄
の
寡
黙
よ
根
深
汁

リ
ハ
ビ
リ
の
距
離
少
し
づ
つ
春
隣

梅

を

干

す

多
胡
た
か
し

協
会
賞

次
席
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わ
が
ま
ち
の
真
ん
中
決
め
る
鯉
の
ぼ
り

少
年
は
草
笛
を
吹
く
父
と
な
る

ク
レ
マ
チ
ス
鉄
条
網
を
越
ゆ
る
影

よ
ろ
づ
や
の
片
隅
に
咲
く
ア
マ
リ
リ
ス

あ
ぢ
さ
ゐ
の
ふ
つ
く
ら
ゑ
み
を
か
へ
し
を
り

子
の
こ
と
ば
教
へ
て
も
ら
ふ
ソ
ー
ダ
水

吾
子
の
こ
ゑ
集
め
噴
水
高
く
高
く

教
科
書
の
赤
い
フ
ィ

ル
ム
で
消
す
日
焼

汗
の
あ
と
残
る
答
案
用
紙
か
な

隠
し
た
る
香
水
に
ほ
ふ
男
の
子

冷
房
の
風
向
き
を
読
む
会
議
室

ひ
と
こ
と
の
寸
前
ビ
ー
ル
注
が
る
る

激
論
の
発
火
点
な
る
冷
し
酒

納
得
は
し
て
一一・の
る
つ
も
り
心
太

真
つ
直
ぐ
に
片
陰
高
架
下
走
る

太
陽
の
か
た
ち
全
き
夏
の
川

い
く
つ
も
の
日
矢
ひ
ま
は
り
を
射
抜
き
け
り

定
刻
に
降
り
る
西
日
の
観
覧
車

大
夕
焼
向
か
ひ
合
ふ
影
切
り
取
ら
る

夏
ゆ
ふ
べ
家
族
の
数
の
グ
ラ
ス
置
く

七
人
の
敵
に
踏
み
出
す
卆
業
子

雛
祭
り
五
つ
の
兄
も
正
座
し
て

春
隣
ま
あ
る
く
開
く
嬰
の
欠
伸

仲
見
世
の
軒
み
な
低
く
さ
み
だ
る
る

蒼
過
ぎ
る
海
に
染
ま
り
し
素
足
の
子

留
守
十
日
胡
瓜
の
蔓
は
宙
つ
か
む

晩
学
は
心
許
な
し
蜘
蛛
の
糸

少
年
の
足
ま
た
伸
び
て
九
月
く
る

林
檎
の
皮
く
る
く
る
剥
い
て
信
濃
か
な

盆
栽
に
山
の
風
吹
く
通
草
の
実

足
軽
も
日
に
粧
へ
り
菊
人
形

独
り
居
を
三
五
の
月
に
覗
か
れ
る

パ
ス
ポ
ー
ト
無
用
の
大
空
鷹
渡
る

凍
滝
や
無
韻
の
宙
に
力
溜
め

被
る
藁
集
落
め
き
て
寒
牡
丹

節
分
の
独
り
の
夜
を
鬼
と
お
り

野
佛
の
雪
の
褥
に
ふ
か
ね
む
り

盆
梅
や
わ
が
来
し
方
と
共
に
あ
り

少

年

;a
田

寿
明

鷹

渡

る

久
保
田
た
い
子

追
羽
根
や
宙
に
遊
ば
す
華
の
い
ろ

力
抜
く
独
楽
よ
り
彩
の
生
ま
れ
け
り

協
会
賞

佳
作

第
三
十
三
回
協
会
資
選
考
過
程

協
会
賞
の
最
終
選
考
会
は
、
二
月
十
一
日
、
千
葉
市
の

「ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

選
考
委
員
九
名
中
八
名
が
出
席

（欠
席
者
は
各
作
品
の

短
評
を
事
前
提
出
）
し
、
選
考
基
準
の
確
認
の
後
、
予
備

審
査
の
結
果
を
参
考
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
別
表

の
通
り
決
定
し
た
。

（文
中
敬
称
略
）

応
募
作
品
は
次
の
21
篇

（
到
着
順
）
。
「秋
を
詠
む
」
藤

井
元
基
、

「猫
カ
フ
ェ
」
金
子
日
出
子
、
「三
秋
」
鶴
岡
十

詩
生
、
「お
ら
百
姓
」
浜
辺
功
、
「梅
を
干
す
」
多
胡
た
か

し
、
「流
速
」
栗
坪
和
子
、
「春
の
鴨
」
久
野
康
子
、
「鷹

渡
る
」
久
保
田
た
い
子
、

「少
年
」
稗
田
寿
明
、
「神
南
備
」

平
野
み
ち
代
、
「た
か
ん
な
」
伊
藤
隆
、
「矢
印
」
平
山
武

彦
、
「黒
留
袖
」
斉
藤
る
り
こ
、
「奥
志
賀
の
秋
」
大
久
保

文
夫
、
「枇
杷
の
花
」
岡
本
秀
子
、
「昼
の
月
」
飯
田
協
子
、

「北
総
紀
行
」
清
野
敦
史
、

「木
菟
」
高
橋
敏
夫
、

「冬
の

園
」
古
谷
誠
司
、

「待
春
」
秋
本
紀
子
、
「神
の
旅
」
井
上

け
い
子
。

最
高
点
は

「流
速
」
の
23
点
。
「梅
を
干
す
」
の
21
点

が
そ
れ
に
続
く
。
「鷹
渡
る
」
が
14
点
、

「少
年
」
が
13
点
、

「神
南
備
」
と

「神
の
旅
」
が
10
点
。
以
下
、
「北
総
紀
行
」

9
点
、
「黒
留
袖
」
と

「昼
の
月
」
が
7
点
、

「春
の
鴨
」

と

「待
春
」
が
5
点
、
「枇
杷
の
花
」
4
点
、

「奥
志
賀
の

秋
」
が
1
点
で
あ
っ
た
。

始
め
に
、

得
点
上
位
の
作
品
か
ら
順
に
審
議
に
入
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
最
高
点
の

「流
速
」
は
、
委
員
三
名

が
一
位
に
推
し
て
お
り
、

二
位
が
二
名
と
、

評
価
が
高
い
。

大
き
な
景
で
、
全
体
が
整
つ
て
お
り
、
佳
句
が
多
い
。
目

立
つ
た
欠
点
が
な
く
、
感
覚
的
で
面
白
い
な
ど
の
意
見
が

l、一

、、_
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協
会
賞
選
考
基
準

①
委
員
の
半
数
以
上
が
五
位
以
内
に
推
薦
し
た
作
品
で
あ

る
こ
と
。

②
委
員
の
一
人
以
上
が
一
位
に
推
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
。

③
右
の
①
②
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
基
準
と
す

る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

て
い
れ
ば
審
議
の
対
象
と
す
る
。

(応募作品 21篇)

出
さ
れ
た
。
一
方
、
句
の
甘
さ
や
趣
向
の
古
さ
を
指
摘
す

る
声
も
あ
っ
た
。
次
に
、
「梅
を
干
す
」
に
つ
い
て
は
、

二
位
に
推
す
委
員
が
三
名
で
、
三
位
も
二
名
で
あ
り
、

七

名
の
委
員
が
五
位
以
内
に
推
し
て
い
る
。
平
明
で
安
定
し

た
詠
み
ぶ
り
の
句
が
多
く
、

日
常
吟
の
良
さ
が
出
て
い
る

が
、
山
が
な
く
、

全
体
的
に
パ
ン
チ
不
足
で
あ
る
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。
今
年
度
は
協
会
賞
の
該
当
者
な
し
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
や
は
り
評
価
の
高
い
二
作
品
に
絞
つ

て
審
議
し
、
一
位
に
推
す
委
員
が
多
い

「流
速
」
を
協
会

賞
、
「梅
を
干
す
」
を
次
席
と
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

次
に
、
「鷹
渡
る
」
と

「少
年
」
に
つ
い
て
の
審
議
に
移
つ

た
。

「鷹
渡
る
」
は
佳
句
が
多
く
、
全
体
的
に
無
理
が
な

い
が
、
も
う
少
し
詩
情
が
欲
し
い
。

「少
年
」
は
発
想
が

斬
新
で
、

身
辺
の
何
気
な
い
景
を
句
材
に
佳
句
が
並
ん
で

い
る
が
、
難
解
句
も
多
い
。
た
だ
、

得
点
に
差
が
な
く
、

「少
年
」
の
作
品
に
若
さ
と
挑
戦
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
「少
年
」
を
佳
作
1
と
し
、

「鷹
渡
る
」
を

佳
作
2
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「神
南
備
」
は
印
象

的
な
句
も
あ
る
が
、
リ
ズ
ム
感
の
な
い
句
も
あ
り
、
「神

の
旅
」
は
独
自
の
発
想
だ
が
、
作
品
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
惜
し
く
も
入
選
を
逃
し
た
。
（
高
橋
健
文
記
）

第33回 協会賞入賞作品審査表

番号 表 題 成 績 審 査 員 査 定 順 位 得点 作者名 住 所 所属結社

5 梅 を 千 す 次 席 2 2 5 3 3 2 4 21 多胡たかし 流山市

6 流 速

鷹 渡 る

協会賞

佳 作

佳 作

1 2 2 1

3

1 23

. 14

栗坪 和子

久保田たい子

稗田 寿明

市川市

千葉市

佐倉市

沖

8

川
合

憲
子

2 1 4

1

能
村

研

9 少 年 3

塩
野
谷

仁

1

染
谷

卓

1 3 沖

審 査 員 (50音順)

秋
尾

敏

枝
か
ず
を

田
所

節
子

増
成

栗
人

村
上
喜
代
子

【採点】 1 位 = 5 点
2 位 = 4 点
3 位 = 3 点
4 位 = 2 点
5 位 = 1 点

、、_
二
〇
一
九
年
度

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

通
常
総
会
・

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
資

贈
一
責
式
-

新
緑
交
流
会
の
ご
案
内

当
協
会
の
通
常
総
会
と
贈
賞
式
と
新
緑
交
流
会
を
左

記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
記

日
時

五
月
十
九
日
（日
）
受
付
開
始

十
二
時
半
よ
り

会
場

「市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
七
階

「桐
の
間
」

市
川
市
市
川
一

，三
i

一
八
電
話
〇
四
七
（
三
二
四
）
一
一
二

J
R
総
武
線

市
川
駅
北
口
よ
り
徒
歩
三
分
国
道
14
号
線
沿

会
場
整
理
費

千
円

（受
付
で
徴
収
）

【通
常
総
会
】
十
三
時
半
よ
り

議
題

1
二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

2
二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画

（案
）
及
び
予
算

（案
）
他

3
二
〇
一
九
・
二
〇
二
〇
年
度
役
員

（案
）

4
そ
の
他

*
同
封
の
葉
書
で
出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

．

【新
緑
交
流
俳
句
会
】
総
会
終
了
後

同
封
の
投
句
用
紙
を
使
用
、
投
句
料
を
同
封
の
う
え
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

投
句

二
句

投
句
料

千
円

（欠
席
投
句
可
）

【第
三
十
三
回
協
会
資
贈
賞
式
】
十
六
時
半
よ
り

協
会
賞
:

栗
坪

和
子

次

席
:

多
胡
た
か
し

佳

作
:

稗
田

寿
明

佳

作
:

久
保
田
た
い
子

【新
緑
交
流
懇
親
会
】
十
七
時
よ
り

会
費

六
千
円

（会
費
を
添
え
投
旬
と
同
時
に
申
込
く
だ
さ
い
）

*
協
会
賞
の
祝
賀
を
兼
ね
ま
す
。

以
上

二
〇
一
九
年
四
月
吉
日

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

会

長

能

村

研

三
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「万
象

」
誌
創
刊
二
〇
〇
号
記
念
発
行

第
四
十
四
回
君
津
市
民
芸
術
祭
俳
句
大
会

我
孫
子
市
民
文
化
祭
俳
句
大
会

日
時

平
成
三
十
年
十
月
八
日
・
午
前
十
一
時
よ
り

会
場

あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

題

残
暑
・

コ
ス
モ
ス
・
当
季
雑
詠

大
会
高
点
者
と
代
表
句

（三
句
総
合
得
点
順
位
）

①
母
の
せ
し
や
う
に
門
火
を
母
に
焚
く

樫
本
聖
游
子

②
鶏
小
屋
に
物
音
ひ
と
つ
無
き
残
暑

大
平

芳
江

③
姿
見
に
残
暑
の
っ
か
れ
欺
か
ず

吉
田

三
重

④
熱
き
茶
に
身
を
立
て
直
す
残
暑
か
な

原

瞳
子

⑤
望
郷
の
空
の
広
さ
よ
秋
ざ
く
ら

八
川

信
也

⑥
検
査
日
の
決
ま
り
し
帰
路
の
残
暑
か
な

榎
並
麻
由
美

⑦
諍
ひ
て
黙
の
重
さ
や
観
雲

高
平

仁
雄

③

ぺ
ン
先
の
重
し
残
暑
の
一
行
詩

遠
藤

君
子

⑨
田
仕
舞
の
煙
一
筋
遠
筑
波

荒
井

雅
美

⑩
空
き
び
ん
に
コ
ス
モ
ス
揺
れ
る
無
人
駅

岡
野
ミ
キ
子

（我
孫
子
市
俳
句
連
盟

染
谷

卓

報
）

内
海
良
太
主
宰

「万
象
」
は
昨
年
の
十
一
月
号
を
も
っ

て
創
刊
二
〇
〇
号
に
達
成
し
、
同
号
を
記
念
号
と
し
て
発

行
。
慶
祝
。
万
象
創
刊
号
よ
り
の
表
紙
の
変
遷
・
万
象
ホ
ー

ム
ぺ
I
ジ
の
ト
ッ
プ
写
真
の
紹
介
・
各
地
へ
出
向
か
れ
た

主
宰
の
活
動
等
を
カ
ラ
I
で
綴
る
グ
ラ
ビ
ア
が
印
象
的
。

「創
刊
二
〇
〇
号
を
迎
え
て
」
を
主
宰
が
、
「二
〇
〇

号
に
寄
せ
て
」
を
同
人
六
名
が
執
筆
。
同
人
各
自
の
顔
写

真
と
作
品
一
句
に
、

自
註
ま
た
は
近
況
の
短
文
を
添
え
た

記
念
作
品
集
が
組
み
入
れ
ら
れ
充
実
し
た
記
念
号
と
な
っ
た
。

認
識
と
叙
情
の
間
に
豆
を
打
つ

内
海
良
太

（「万
象
」
十
一
月
号
よ
り
）

第
七
十
一
回
館
山
市
文
化
祭
俳
句
大
会

「好
日

」
新
主
宰
に
高
橋
健
文
氏
就
任

長
峰
竹
芳
主
宰
の
退
任
及
び
名
誉
主
宰
就
任
に
伴
い
、

本
年
五
月
号
よ
り
高
橋
健
文
氏
が
主
宰
に
就
任
さ
れ
る
。

高
橋
氏
は
当
協
会
理
事
・
千
葉
県
現
代
俳
旬
協
会
副
会

長
の
要
職
に
あ
る
。
な
お
主
宰
交
代
に
伴
い
発
行
所
も
松

戸
市
中
金
杉
に
変
更
と
な
る
。

（
「好
日
」
三
月
号
よ
り
）

館
山
市
俳
句
連
盟
主
催
の
俳
句
大
会
は
、
平
成
三
十
年

十

一
月
一
日
館
山
市
な
の
は
な
館
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
一
〇
一
名
。
上
位
入
賞
者
及
び
入
賞
句
は
次
の
通
り
。

兼
題
の
部

①
円
虹
や
一
湾
グ
イ
と
吊
提
げ
て

粕
谷

糖
水

②
聞
く
こ
と
も
介
護
の
ひ
と
つ
秋
日
和

田
中

信
子

③
腰
太
き
縄
文
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
豊
の
秋

石
崎

和
夫

④
主
逝
き
更
地
に
盆
の
月
明
か
り

草
刈

骨
薫

⑤
面
と
り
し
剣
士
は
少
女
玉
の
汗

小
柴

敏
洋

⑥
乱
れ
萩
括
り
て
暮
色
俄
な
る

鈴
木

滋
子

席
題
の
部

①
秋
深
し
旅
の
足
湯
の
触
れ
合
ふ
て

小
形

博
子

②
菊
師
い
ま
篤
姫
様
に
か
か
り
き
り

関
本
か
を
る

③
秋
深
し
昼
の
酒
場
の
逆
さ
椅
子

松
尾
千
恵
子

（館
山
市
俳
句
連
盟
会
長

庄
司
風
樹
記
）

日
時

平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日

（日
）

会
場

君
津
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
夕
I

①
帯
し
め
る
妻
に
手
を
貸
す
菊
日
和

広
上

あ
い

②
言
い
そ
び
れ
し
言
葉
を
た
た
む
時
雨
傘

斉
藤
す
ず
子

③
約
束
は
明
日
の
活
力
冬
木
の
芽

戸
谷

洋
子

④
引
く
た
び
に
遠
ざ
か
り
ゆ
く
毛
糸
玉

馬
渕

津
枝

⑤
鳥
わ
た
る
鹿
野
へ
七
里
の
し
る
べ
石

加
藤

法
子

⑥
秋
深
む
あ
ど
け
な
き
字
の
置
手
紙

野
口

松
井

⑦
歳
重
ね
見
え
る
優
し
さ
夕
花
野

坂
本
千
惠
子

⑧
つ
つ
ま
し
く
生
き
て
百
歳
縁
小
春

伯
ヶ
部
喜
久
男

⑨
帰
燕
ら
し
一
つ
は
伊
八
の
波
し
ぶ
き

三
苫

知
夫

⑩
恙
な
く
こ
の
地
に
老
い
て
根
深
汁

森

孝
子

選
者

石
井
紀
美
子
氏
の
講
話
が
あ
っ
た
。

（
大
会
実
行
委
員
長

西
井
理
平

報
）

千
葉
県
現
代
俳
句
協
会

新
春
ミ
ニ
吟
行
会

成

田

山

初

詣

千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
の
新
春
ミ
ニ
吟
行
会
が
、

平
成

三
十
一
年

一
月
二
十
三
日

（水
）
、

成
田
山
新
勝
寺
一
帯

を
吟
行
地
に
、

参
加
者
三
十
八
名
を
得
て
成
田
市
国
際
文

化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

入
資
者
作
品

（二
句
の
内
一
句
）

①
真
言
の
大
本
堂
を
寒
と
い
う

細
根

菜

②
胸
中
の
火
の
鳥
放
つ
空
は
春

島
田

翠
松

③
撫
で
肩
の
鬼
女
と
い
ふ
べ
し
紅
梅
花

越
野

雄
治

④
寒
梅
に
抱
か
れ
鷹
女
の
肩
を
抱
く

並
木

邑
人

⑤
あ
い
ま
い
は
嫌
い
ど
ん
詰
ま
り
に
冬
椿

長
渡

聰
子
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⑥
賽
銭
を
投
げ
て
音
な
き
寒
九
か
な

高
橋

健
文

⑦
寒
椿
か
に
足
歩
き
鷹
女
の
墓

村
上

澄
子

⑧
春
近
し
も
ぐ
ら
た
た
き
の
や
う
な
庭

増
田

豊
子

⑨
ひ
と
り
な
ら
鷹
女
と
同
じ
冬
景
色

渡
辺

澄

⑩
鬼
女
追
つ
て
有
為
の
奥
山
椿
山

羽
村
美
和
子

（「現
代
俳
句
千
葉
」

一
三
二
号
よ
り
）

と
つ
ぱ
づ
れ
挑
子
俳
句
大
会

今
年
で
第
六
回
と
な
る

「と
つ
ば
づ
れ
銚
子
俳
句
大
会
」

は
三
月
十
日

（日
）
銚
子
市
市
民
セ
ン
夕
I
に
於
て
開
催
。

投
句
者
百
余
名
、

当
日
参
加
者
五
十
余
名
が
参
集
し
て
開

催
さ
れ
た
。
兼
題
、
及
び
席
題
の
三
位
ま
で
に
銚
子
市
長

賞
。
以
下
各
二
十
位
ま
で
の
入
賞
者
に
粗
賞
が
贈
ら
れ
た
。

尚
、

兼
題
入
賞
者
に
は
副
賞
と
し
て
、

当
会
所
属
の
日
本

画
家
、
佐
久
間
裕
子
筆
画
の
色
紙
及
び
小
額
が
贈
ら
れ
大

好
評
で
あ
っ
た
。

兼
題
の
部

①
灯
台
は
白
い
鉛
筆
四
温
晴

佐
久
間
裕
子

②
み
ど
り
児
を
夢
ご
と
移
す
夏
座
敷

奥
村

利
夫

③
産
気
づ
く
牛
と
共
寝
の
霜
夜
か
な

鈴
木

由
江

④
通
ら
ね
ば
消
え
て
ゆ
く
道
冬
:

毒

森
川

哲
男

⑤
話
上
手
聞
き
上
手
ゐ
て
日
向
ぼ
こ

日
光

正
春

⑥
家
継
ぐ
は
海
を
継
ぐ
事
鰹
漁

戸
村

達
夫

⑦

ス
ト
ロ
I
を
離
れ
て
自
由
し
や
ぼ
ん
玉

星
野

清
風

⑧

一
斉
に
口
だ
け
と
な
る
燕
の
子

穴
澤

勝
正

⑨
ポ
ケ
ッ
ト
に
飴
玉
の
あ
る
日
向
ぼ
こ

増
田
都
美
子

⑩
学
芸
会
石
が
く
し
や
み
を
し
て
る
た
り

小
俣
た
か
子

席
題
の
部

①
三
陸
の
汽
笛
は
エ
ー
ル
風
光
る

清
水

和
子

②
春
う
ら
ら
十
二
セ
ン
チ
の
赤
い
靴

本
宮

み
つ

③
縄
文
の
炎
と
な
り
て
野
火
走
る

穴
澤

勝
正

④
臍
濡
れ
て
よ
り
大
胆
の
磯
遊
び

奥
村

利
夫

⑤
梅
一
輪
吐
息
の
如
く
開
き
け
り

保
坂

和
郷

⑥
海
鹿
島
駅
を
呑
み
込
む
春
キ
ャ
ベ
ツ

森
川

哲
男

⑦
悔
い
な
き
て
野
良
着
の
一
生
種
を
ま
く

郡

千
恵
子

⑧
鯛
焼
の
温
み
分
け
合
ふ
老
い
ふ
た
り

萱
原

祥
暢

⑨
反
対
に
靴
履
く
幼
日
脚
伸
ぶ

萱
原

祥
暢

⑩
胃
を
捨
て
て
拾
ひ
し
命
花
種
蒔
く

矢
萩
ゆ
た
か

（
小
林
子
雀

記
）

千
葉
市
俳
句
協
会
会
長
賞

舫
ひ
舟
打
つ
春
潮
の
や
わ
ら
か
し

千
葉
市
文
化
連
盟
会
長
賞

膨
ら
ん
で
風
を
呼
び
込
む
春
の
山

④
馬
駆
け
て
大
地
に
春
の
鼓
動
か
な

⑤
春
陰
の
互
い
違
い
に
煮
る
難

大
沼
田

昭

大
久
保
文
夫

加
藤

峰
子

袴
田

菊
子

（山
崎
幸
子
記
）

「百
鳥

」
誌
創
刊
二
十
五
周
年
記
念
号
発
行

第
四
十
八
回
千
葉
市
民
芸
術
祭
参
加

「市
民
春

の
俳
句
大
会

」

日
時

平
成
三
十
一
年
三
月
十
日

（日
）
十
二
時
よ
り

会
場

千
葉
市
民
会
館
三
階
・
出
席
者

入
賞
者

（〇
内
は
順
位
）

兼
題
の
部

（応
募
句
五
〇
一
句
）

千
葉
市
長
賞

わ
た
し
に
は
私
の
歩
幅
去
年
今
年

市
議
会
議
長
賞

実
る
恋
実
ら
ぬ
恋
も
蛍
の
夜

千
葉
日
報
社
賞

平
仮
名
の
や
わ
ら
か
さ
も
て
老
い
の
春

千
葉
市
観
光
協
会
賞

あ
，一に

・
、、一
め
て
出
す
介
護
食
去
年
今
年

⑤
大
く
さ
め
加
齢
の
弱
音
飛
ば
し
け
り

席
題
の
部

千
葉
市
教
育
長
賞

紐
ほ
ど
く
よ
う
に
初
蝶
舞
ひ
上
が
る

四
十
五
名

高
橋

由
樹

松
崎

徹

嶌
田
二
三
夫

昼
間
た
つ
お

稲
毛

洋
子

大
串
章
主
宰

「百
鳥
」
は
創
刊
二
十
五
周
年
を
迎
え
、

三
月
号
を
二
十
五
周
年
記
念
号
と
し
て
発
行
、
通
巻
三
〇

〇
号
と
な
っ
た
。
慶
祝
。
本
誌
は
創
刊
二
十
五
周
年
の
記

念
ア
ル
バ
ム
、

主
宰
と
八
木
幹
夫
氏
の
対
談
、

主
宰
の
一
句

（十
二
名
執
筆
）
、
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
発
表
、

百
鳥
作

家
近
詠
他
多
彩
な
構
成
で
三
二
八
頁
の
大
冊
に
な
っ
た
。

記
念
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

俳
句
の
部

最
優
秀
賞

行
く
夏
の
ピ
ア
ノ
怒
濤
に
せ
せ
ら
ぎ
に

石
崎

宏
子

評
論
の
部

最
優
秀
賞

野
澤
節
子
と
〈

雪
〉

石
崎

宏
子

な
お
三
月
二
十
三
日
、

台
東
区
民
会
館
に
て
記
念
大
会

を
開
催
。
結
社
賞

（
「真
木
」別
項
に
紹
介
済
）
並
び
に
記

念
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

（「百
鳥
」
三
月
号
よ
り
）

平
野
み
ち
代

▼
一
八
八
号

左
記
の
と
お
り
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。

〇

12
頁

正

ひ
ろ
ば
筆
者
の
結
社

馬
酔
木

o

o

H
頁

正

句
集

『
鼓
動
』

六
行
目

鴫
新
人
賞
・
鴫
賞
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T
結

社

賞

・

第
二
十
五
回
鳳
声
賞
・
百
鳥
資

鳳
声
賞

北
川
玉
樹
・
村
田
美
穂
子

朴
の
花
茅
舎
朱
鳥
の
声
聞
こ
ゆ

玉

樹

人
形
の
視
線
の
怖
し
十
三
夜

美
穂
子

百
鳥
賞

深
井
慈
子
・
工
藤
文
子

月
天
心
ポ
ポ
ロ
広
場
の
野
外
劇

慈

子

遠
筑
波
稲
架
に
煌
め
く
雨
し
づ
く

文

子

（
「百
鳥
」
一
・
二
月
号
よ
り
）

い
に
は
同
人
貸
・
い
に
は
資

い
に
は
同
人
賞

（第
九
回
）

松
澤
美
鈴

ゆ
る
や
か
な
島
の
時
間
よ
天
の
川

美

鈴

い
に
は
賞

（第
十
三
回
）
吉
野
ま
っ
美
・
か
し
む
ら
ま
さ
こ

六
花
ち
よ
つ
と
き
つ
め
の
ハ
イ
ボ
ー
ル

ま
つ
美

永
き
日
の
書
よ
り
す
る
り
と
正
誤
表

ま
さ
こ

（
「い
に
は
」
二
月
号
よ
り
）

平
成
三
十
年
度
19
賞
・
新
人
賞

略

賞

該
当
者
な
し

新
人
賞

濱
上
こ
う
い
ち
・
松
林
依
子
・
和
田
紀
夫

静
か
さ
の
正
体
見
た
り
牡
丹
雪

こ
う
い
ち

気
持
ち
よ
く
寝
そ
び
れ
て
を
り
虫
の
宿

依

子

探
梅
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
海
匂
ふ

紀

夫

（「鴫
」
一
・
二
月
号
よ
り
）

平
成
三
十

一
年
度

「雑
草

」
各
賞

雑
草
賞

秋
山
勝
男

瓢
箪
の
く
び
れ
此
の
世
を
面
白
く

勝

男

新
人
賞

関
根
武
光
・
稲
原
健
之
助
・
瀧
志
げ
子

古
里
の
雪
を
抱
き
来
る
上
野
駅

武

光

吹
き
溜
ま
る
五
色
重
ね
の
柿
落
葉

健
之
助

著
義
の
花
素
直
に
老
い
て
ス
ク
ワ
ッ
ト

志
げ
子

（「雑
草
」
三
月
号
よ
り
）

平
成
三
十

一
年
度
最
優
秀
作
家
賞

火
炎
賞

加
藤
千
恵
子

桜
ど
き
未
知
数
わ
っ
と
溢
れ
来
て

白
灯
賞

中
野
充
子

雪
の
轍
た
ど
っ
て
ゆ
け
ば
父
の
国（「響
燈
」

千
恵
子

充

子

四
月
号
よ
り
）

県
内
俳
句
協
会
・
俳
句
連
盟
紹
介

勝
浦
市
芸
術
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
（
芸
文
協
）

勝
浦
市
の
芸
文
協
は
昭
和
五
十
二
年
六
月
に
設
立
さ

れ
、
現
在
は
文
科
系
三
十
五
サ
ー
ク
ル
、

運
動
系
三
十

四
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
勝
浦

市
俳
句
会
の
現
状
に
つ
い
て
、
簡
単
に
し
る
し
ま
す
。

現
在
の
構
成
員
は
八
名
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
四
名
ず
っ

で
、

会
を
主
催
し
て
い
る
の
は
田
邊
観
潮
会
長
（女
性
）

で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
会
に
加
入
し
て
四
年
目
に
な

り
ま
す
。
同
僚
の
関
野
汀
華
さ
ん
は
芸
文
協
の
会
長
さ

ん
で
も
あ
り
ま
す
。
最
年
長
の
藤
井
和
子
さ
ん
は
句
集

三
冊
を
上
梓
の
現
役
の
俳
人
で
あ
り
ま
す

（九
十
二
才
）。

会
員
数
は
こ
の
三
年
間
、
五
名
か
ら
十
名
の
間
を
行
き

来
し
ま
し
た
。
最
近
、

市
外
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
の
男
性
二

名
と
、
市
内
の
や
る
気
十
分
の
ご
夫
妻
が
加
わ
っ
て
、

強
力
な
八
名
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

句
会
は
毎
月
一
回
、

第

一
木
曜
の
一
時
か
ら
三
時
ま

で
、
七
句
を
持
ち
寄
つ
て
互
選
で
行
い
、

選
ば
れ
た
各

自
の
代
表
句
を
市
の
広
報
に
載
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
年
二
回
の
お
祭
り
で
の
短
冊
や
色
紙
な

ど
の
展
示
は
昭
和
五
十
四
年
一
月
よ
り
始
ま
り
、

現
在

で
は
市
の
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
夕
-
で
行
つ
て
い
ま
す
。

今
後
は
益
々
高
齢
化
が
進
む
問
題
と
若
い
世
代
の
育

成
の
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
事
務
局

北
條

剛
記
）

第
16
回
掌
編
自
分
史
作
品
集

●
『
旅
に
遊
び

旅
に
学
ぶ
』

か
す
が
い
市
民
文
化
財
団

編

愛
知
県
春
日
井
市
が
表
題
を
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
募
集

し
た
自
分
史
、
応
募
作
品
一
五
四
篇
の
う
ち
の
入
賞
作
品

三
十
八
編
を
収
載
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
。
当
協
会
理
事
小
野

正
之
氏
の
作
品

「映
画
と
俳
句
の
旅
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
学
生
時
代
感
動
し
た
映
画
の
ロ
ケ
地
、
ア
メ
リ
カ
の

旅
を
臨
場
感
溢
れ
る
筆
致
で
綴
り
、
そ
の
折
詠
ま
れ
た
句

が
後
に
有
馬
朗
人
氏
の
特
選
に
選
ば
れ
る
等
、
俳
句
創
作

活
動
の
記
念
碑
と
な
っ
た
と
著
者
は
述
べ
る
。

た
に

ゅ
だ
ち

駅
馬
車
の
一3
一前

を
走
る
や
夕
立
来
る

小
野

正
之

（平
成
31
年
2
月
発
行
・
か
す
が
い
市
民
文
化
財
団
）
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第6 1回  千 葉 県 俳 句 大 会  ご 案 内

基 作 品 募 集 に ついて  警
基 1 ・一般の部 基
最 募集作品 雑詠 2 句 1 組  (投句作品は、 自作で未発表のものに限ります。
1j 投句は何組でも可で、組単位に採点、授賞致します)
系 応募資格 千葉県内を俳句の活動拠点とされている方。重 締 切 2 0 1 9年7月20日(土) (当日消印有効)
出 句 料  一組 1 ,0 0 0 円  投稿に添付(なるべく定額小為替でお願いします)

書 送 付 先  〒263-0024 千葉市稲毛区穴川2-2 -12 平岡育也方
基 千葉県俳旬大会一般の部事務局 (電話043-251 - 7284)
基 特別選者(記念講演あり) 今井 聖(俳誌「街」主宰・俳人協会理事)
1ll 選 者 千葉県俳旬作家協会役員(予定)

i 2 .ジュニアの部
j 募集生品 雑整 1句(投句作品は、自作で未発表のものに限ります)
応募資格 千業県の小・中学校に在籍の児童・生徒

書 締 切 2 0 1 9年7月31日(水) (当日消印有効)
基 出 句 料  無 料
:1i 送 付 先  〒270-0007 松戸市中金杉2 - 78 高橋健文方
j 千葉県俳句大会・ジュニアの部事務局 (電話047-713-6495 )
1j 選 者 千葉県俳句作家協会役員(有志)
基 大 会 に ついて
;基

1il 期 日 2 0 1 9年10月13日 (日 )午前9時30分受付(1 6時半終了予定)
1i 会 場 千葉県文化会館(小ホール)千葉市中央区市場町11番2号
:li 主 催 千葉県、千葉県俳句作家協会
1il 後 援 千葉県議会、千葉県教育委員会、千葉市、千葉市議会、千葉市教育委員会、
1il 千葉市文化連盟、千葉市観光協会、千葉日報社、千葉テレビ放送、

基 千葉県芸術文化団体協議会

基 次 第 事前出句による俳句会の表彰(一般:11時、ジュニア : 1 1時 )
i 当日句(席題当日発表2句、投句締切11時、句会13時30分より)

i 当日投句料1, 000円頂きます。

i 賞 品 千葉県知事賞、千葉県議会議長賞、千葉県教育長賞、千葉市長賞、千葉市議会議長賞、
基 千葉市教育長賞、千葉市文化連盟会長賞、千葉県俳句作家協会長賞、千葉日報社賞、

基 千葉市観光協会長賞、千葉テレビ放送賞、千葉県芸術文化団体協議会長賞、その他多数

:基 註:入賞された方で欠席の場合、賞品の郵送は致しませんのでご了承ください。(代理受賞は可)

書・t1''''tll'''・t1'''i和 ''t1'''tl:''料'二 料 ',・i1'',・t1':?''ti'',・tl'''ll',,,tl'',・t;': ,・tll': ,'t1'','国'',・t1',,・t1''精',・ti・,,・t1','ti‘'t1・,,・t1',,t1;'',・ti,,,・t1,,,・tll'二 ,'t;'',・t;・ ,・t1・,,・tll',・国'

初
蝶

（三
月
号
）

御
慶
交
は
し
つ
病
院
へ
送
り
た
る

中
山

和
子

万
象

（三
月
号
）

終
大
師
人
に
押
さ
れ
て
西
の
門

内
海

良
太

ぺ
ガ
サ
ス

（三
号
）

一模
植
の
実
夜
に
は
ム
ン
ク
の
貌
が
棲
み

羽
村
美
和
子

百
鳥

（三
月
号
）

白
鳥
を
見
て
来
し
少
女
ピ
ア
ノ
弾
く

大
串

章

受
贈
誌
よ
り

（前
号
よ
り
続
き
）

千
代
の
春
太
古
を
語
る
チ
バ
ニ
ア
ン

春
水
を
光
も
ろ
と
も
掬
ひ
け
り

亀
鳴
V
や
の
け
ぞ
っ
て
る
る
男
松

白
鳥

秀
幸

渡
辺

恵
花

杉
澤
い
づ
み

●
句
集

『
水
尾
の
か
た
ち
一一一

黒
澤
雅
代

著

「遊
牧
」
同
人
で
著
者
の
第

一
句
集
。
平
成
十
年
講
師

塩
野
谷
仁
氏
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
俳
句
講
座
受
講
。

句
歴
二
十
年
の
作
品
よ
り
三
六
二
旬
を
収
載
。

代
表
の
塩
野
谷
氏
が
、
著
者
を

「直
感
の
人
」
と
称
え
、

喩
の
巧
み
さ
、
感
覚
の
冴
え
、
配
合
の
良
さ
、

自
在
な
言

語
感
覚
、

な
ど
を
絶
賛
す
る
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

東
京
生
ま
れ
、

流
山
市
在
住
。
現
代
俳
句
協
会
会
員
。

や
わ
ら
か
き
銃
弾
で
あ
り
冬
路

薄
紙
の
音
し
て
真
夜
の
椿
落
つ

オ
リ
オ
ン
の
加
わ
っ
て
い
る
指
定
席

（
平
成
31
年
3
月
発
行
・

本
阿
弥
書
店
）
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遊
牧

（一
一
八
号
）

破
滅
型
詩
人
か
こ
ん
で
虫
し
ぐ
れ

塩
野
谷

仁

ろ
ん
ど

（三
月
号
）

海
凪
や
婚
姻
色
の
初
日
の
出

す
ず
き
巴
里

あ
び
こ

（三
四
一
号
）

冬
ざ
れ
や
石
現
れ
て
石
の
色

染
谷

卓

い
に
は

（四
月
号
）

焚
火
し
て
を
れ
ば
う
す
う
す
卑
弥
呼
の
血

村
上
喜
代
子

浮
巣

（四
月
号
）

水
神
の
幣
へ
流
る
る
野
火
煙

大
木
さ
つ
き

沖

（四
月
号
）

蝶
の
昼
反
古
を
呑
み
込
む
シ
ュ
レ
ッ
ダ
I

能
村

研
三

音
信

（
三
月
号
）

雛
飾
る
暖
炉
の
部
屋
と
定
め
た
り

白
鳥
紅
星
子

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス

（五
九
七
号
）
松
風

（六
五
号
）

山
水
の
流
れ
ゆ
た
か
に
寒
明
く
る

三
枝
か
ず
を

響
一燈
（四
月
号
）

列
島
の
暮
れ
泥
み
た
る
春
の
景

山
崎

聰

草
の
実

（三
月
号
）

は
か
ら
ず
も
春
一
番
や
旅
に
寝
て

逸
見

真
三

原
人

（
四
月
号
）

余
寒
な
ほ
鳩
の
集
ま
る
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

昼
間
た
つ
お

鴻

（三
月
号
）

雲
駈
け
よ
駈
け
よ
成
人
祭
の
朝

増
成

栗
人

好
日

（四
月
号
）

肩
書
は
特
別
顧
問
春
の
虹

長
峰

竹
芳

雑
草

（四
月
号
）

人
に
会
う
こ
と
の
よ
ろ
し
さ
花
に
鳥

実
測

繁

鴫

（四
月
号
）

常
盤
木
に
日
の
一經
れ
入
る
寒
の
果

高
橋

道
子

軸

（
四
月
号
）

か
た
く
り
の
花
な
ら
き
っ
と
う
ま
く
や
る

秋
尾

敏

新
暦

（三
九
一
号
）

雛
の
日
の
宝
珠
香
合
艶
め
き
て

類
祭

（四
月
号
）

春
の
野
や
一
望
千
里
の
風
甘
し

夏
日

（
三
四
六
号
）

か
の
子
忌
の
昌
平
坂
は
日
の
中
に

野
火

（三
月
号
）

塩
引
の
一
匹
分
の
切
身
か
な

初
蝶

（四
月
号
）

白
鳥
千
羽
筑
波
一一風
へ
向
き
を
と
り

万
象

（四
月
号
）

霜
柱
踏
め
ば
は
が
ね
の
声
発
す

百
鳥

（四
月
号
）

落
椿
波
紋
の
中
に
揺
ら
ぎ
け
り

遊
牧

（
一
一
九
号
）

こ
と
ご
と
く
木
は
高
星
を
宿
し
て
冬

ろ
ん
ど

（四
月
号
）

春
の
魚
め
く
透
明
の
エ
レ
べ
-
夕
I

中
路

素
童

本
田

攝
子

望
月

百
代

管
野

李
夫

中
山

和
子

内
海

良
太

大
串

章

塩
野
谷

仁

★
年
会
費
に
つ
い
て

年
会
費
は
三
十
一
年
度
よ
り
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

三
十
年
度
迄
未
納
の
方
は
お
早
め
に
払
込
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

年
会
費
送
付
先

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

郵
便
振
替
=
〇
〇
一
五
〇
1
六
1
三
五
二
三
四
四

事
務
局
日
誌

す
ず
き
巴
里

★
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
運
営
基
金
の
お
願
い

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
運

営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇

一
口

二
千
円

◇

送
付
先

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
口

郵
便
振
替

〇
〇
一
四
〇
-
〇
-

七
九
二
〇
八
三

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報

「真
木
」
に
記
し

領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
第
五
回
理
事
会

（出
席
者
二
十
八
名
）

日
時

平
成
31
年
2
月
11
日

（月
・
祭
）
10
時
か
ら
12
時

会
場

千
葉
市

「ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」

議
事

1

第
33
回
協
会
賞
に
つ
い
て

2

小
委
員
会
報
告

3

第
4
回
千
葉
県
俳
旬
大
賞
贈
賞
式
に
つ
い
て

4

平
成
31
年
新
春
交
流
会
に
つ
い
て

5

第
61
回
千
葉
県
俳
句
大
会
に
つ
い
て

6

会
報

「真
木
」
一
八
九
号
に
つ
い
て

7

基
金
入
金
状
況
に
つ
い
て

8

そ
の
他
、

事
務
局
報
告
他

'

会
員
異
動

新
会
員

白
鳥

秀
幸

（市
原
市
）

渡
辺

恵
花

（松
戸
市
）

杉
澤
い
づ
み

（船
橋
市
）

謹

訃

甲
斐
ま
さ
子

佐
伯

米
子

加
藤

節
雄

小
出

治
重

三
苫

知
夫

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

基
金
御
礼

（三
月
三
十
一
日
現
在
）

芦
田
み
さ
を

（以
上

一
'

五
口

三
〇
〇
〇
円
）

当
協
会
顧
問

三
苫
知
夫
氏
が
去
る
四
月
九
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
行
年
八
十
五
歳
。

氏
の
こ
れ
迄
の
多
大
な
功

績
を
称
え
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
詳
細
は
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（紀
）
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〒2n
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松
戸
市
三
矢
小
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二
i
四
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一
六
谷
ロ
方

電

話

〇
四
七
i
三
六
三
i
四
五
〇
八

F
A
X
〇
四
七
i
三
六
六
1

五
一

一

〇

◆
誌
代
/
年
間

一

二
、
〇
〇
〇
円

「鴻」俳旬会

主宰 増成栗人

心
を
満
た
す
俳
句

師系 角川源義 吉田、11E司

路
ス

〔

お
き

一
ン

誌

サッ

f

ネ

月

ル句俳

主 率 能村 研三
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俳
誌

あ
び
こ

主
幸

染
谷

卓

誌
代

（隔
月
刊
）

一
年

四
〇
〇
〇
円

〒
270
，1138

我
孫
子
市
下
ヶ
戸
二
八
五

T
E
L

〇
四
1
七
一
八
二
-
四
四
四
一

郵
振
替

〇
〇
一
〇
〇
-
四
-
一
八
九
〇
七
四

あ
び
こ
俳
句
同
好
会

創刊昭和23年

一伝統俳句に現
代
の
詩
情
を

名
誉
主
率

三
技

音
雲

主
幸

昼
間
た
っ
お

誌
代

一
年

一
二
、
〇
〇
〇
円

●

2
発
行
所

原

金

ll・〒260
，0824
千
葉
市
中
央
区
浜
野
町
四
〇
七

士
ハ

T
E
L
・
F
A
X

〇
四

三
-

=
ハ
五

，四
三
三
三

振
替
口
座
番
号

〇
〇
一
七
〇
1
四

1
六
四
八
五
九
七

創刊50周年
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人
間
の
総
量
を
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表

高
橋
道
子

島

創
刊

田
中
午
次
郎

四

再
刊

伊
藤
白
潮

誌
代

一
ケ

月

一
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〇
〇
円
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料
共
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一

年

一
二
、〇
〇
〇
円

〒
2n
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柏
市
松
葉
町
四
-

七
-

二
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〇
五

荒
木
甫
方

鴫

発

行

所
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三
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千
葉
市
花
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町
四
三
二
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〇

ろ
ん
ど
発
行

所

電
話
・
F
A
X

〇
四

三
-
二
五
八
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一
一
一

本
部
〒
解

823
束
京
都
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並
区
上
井
草
一

，二
八
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二

振
替

〇
〇
一
五
〇
-
九
-

七
〇
二
一
〇
七

ろ
ん
ど

創
刊

鳥
居
お
さ
む

主
宰

す
ず
き
巴
里

誌
代

一
年

一
二
〇
〇
〇
円

創
刊
二
十
五
周
年

俳
句
文
芸
の
真
・
新
・
深
を
志
す

現
代
俳
句
同
人
誌

師
系

金
子
兜
太

遊

牧

代
表

塩
野
谷

仁

同
人
費

一
年

二
〇
〇
〇
〇
円

誌
友
費

一
年

六
〇
〇
〇
円

m
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船
橋
市
本
郷
町
五
〇
七
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一
-

二

，一二
〇
七

遊
牧
俳
句
会

電

話

〇
四
七
-
三
三
六
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〇
八
一

F
A
X
〇
四
七
i
三
一
五
i
七
七
三
八


